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 D 型及びスタジアム型ビリヤード（図 1 参照）における光線軌道ダイナミクスは

完全カオスであることが厳密に証明されている[1]。これらのビリヤードでは形状パ

ラメタ値を変えることにより、カオスの強さが変化するが、その形状依存性は詳し

く解析されていない。そこで本研究では、カオスの強さを特徴付けるリアプノフ指

数の形状パラメタ依存性を系統的に調べ、カオスの強さが最大となるパラメタ値を

数値的に決定した。 

 完全カオス共振器をレーザ発振に用いたマイクロキャビティレーザの実験では、

単一モード発振が特徴的現象として観測されている[2]。この現象は、完全カオス性

のために固有モード波動関数が共振器一面に広がり、殆ど全てのモードが互いに相

互作用しあう結果と考えられる[3]。単一モード発振が完全カオス共振器に普遍的な

現象かどうか検証するには、マイクロキャビティにおけるレーザ発振の数値シミュ

レーション（Maxwell-Bloch モデル[4]）が有効である。本研究では、カオスの強さが

最大付近にある D 型ビリヤード形状に注目して数値シミュレーションを行い、単一

モード発振が再現されることを確認した（図 2 参照）。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ D 型及びスタジアム型ビリヤードの形状 

( 0, 0 は形状パラメタ) 
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図２ D 型共振器レーザの数値シミュレーシ

ョンで得られた単一モード発振定常状

態の空間パターン（時間平均） 
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